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のような未曾有な打撃を受けても、やり直すチャンスが再びやってくることを語るという村上春樹の東日本大震災に馳せた思い 託されているのではないか（Ｐ）と積 肯定し いる。対して、柴田
」
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練されて る。また、三・一 後に家族を守り、子どもを育てるという大団円は、読み終えて気持ちの良い終わり方であ ことは疑 がない。実際、村上はアンデルセン賞受賞スピーチで現在 世界における排他の方向性に警鐘を鳴らしている。「自らの影に対峙しなくてはな
（１０）
らないのは、個々人だけではありません 社会や国にも必要な行為です。ちょうど、すべての人に影が るように、どんな社会や国にも影があります「侵入者たちを締め出そう どんなに高い壁を作ろうと
」 、



































































張感を孕んだ方法である。村上は 文章が変われば、新 くなれば、あるいは進化していけば、たとえ同じことを何度繰り返し書こうが、それは新しい物語になります。文章さえ変わり続けていけ 作家は何も恐 ること ない」と自信を持ってインタビューに答えている。
（１５）


















































































その後の受胎という共通項がある多崎つくるの柚木シロはつくるからレイプされたと周囲に話し つ るは共同体から排除される。現実のではつくるはレイプしておらず 更に理由も告げられ いままに排除されたことで、心は損なわれ、他者と真 交流ができない
人間となる。クライマックスでは、柚木の行動は彼女の「闇」との連関で語られる「自分の心の中にいったいどんな濃密な闇が潜んでい
。










にはともに暮らす二人の女性はポジ ネガの関係にあると言え が柚木の「闇」の深さと比べ、ユズの内面は量的にも質的にも全く描かれていない。例えばユズはハンサムな男性に惹かれ しまう いう宿痾を持っている（私はね、昔から 人 とても弱 の。顔
。「














しれません彼が私の中にある引きだしのようなもの 勝手にあけてそこからわけのわからない何かを勝手に引き出して、私 ほかの男と際限なく交わら たのでは かという気がします。兄にはそのような力があるし、また認めたく けれど、私たち二人はどこか暗い場所で結びついていたのでしょう」第３部ｐ「ねじま 鳥クロ
）483






























った で「騎士団長殺し」 いう絵が生まれ、こ 絵をめぐる謎が物語を強く牽引する。しかし、騎士団長を殺す いうクライマックスにおいて、雨田具彦がアンシュルスにどのように関わ たのかは全く
描かれない。
雨田具彦はこれまで以上にかっと大きく目を見開いて、そこにあ

















































































を描きたいのかを考える。自らの迷いの中、免色の肖像画、スバル・フォレスターの男、まり の肖像画、雑木林 中の穴 絵を描き それまでの肖像画とは違った手応えを感じることとなる「出口を見つ
。





























は書かれ 量からすれば非常に少なく、更にユズや小径の内面 殆ど描かれていない「私」は地下の冒険 疲弊したため、このような考
。




























































































































で描かれる暴力は深い意味を持つ。容易に村上のこれまで テクストを想起させる「騎士団長殺し」は〈メタ・テクスト〉 いう点 読
、














































の男」は地下の空間 中で二重メタファーとして、私に襲いかかってくるが、私 必死で逃げるのみである。ぎりぎりの所で二重メタファーから逃れた「私」は「そうだ、私 あの狭い横穴をなんとか抜け
、











バル・フォレスターの男を異物として排除したい意識を読み取れ「ス 」は「あなたの内側にあ 深い暗闇に、昔からずっと住まっているも 」とあり 自ら 一部で 。 の場面ではそのような闇を自らの一部として受け入れる ではな 排除










































































































と想定はされながら、踏まえていることが明示されていないか、いは明示されていても作者がその歌を味わうこと 要求しているとはいえず（略）新歌と響き合って作品世界 構築する要件にまでは たって な 先行歌」とある「騎士団長殺し」の先行テクストとの類
。
、 「」、





















取り込みつつ模倣の域を突破し、本歌との響き合 中で新しい歌の世界を構築する」ことは極めて困難な芸術的営為なのである『毎月 。抄』の言葉を参考にする 、作者がアンシュルスや南京大虐殺などに対し、ある意図 持って引用したとしても、 まりに微かな形でその意図がわからない引用となっているならば、それは意味をなさ 行
。、
、
為と同じと言えるつまり解釈を読者に委ねる場合に 程度があり断片のみ提示することは物語の書き手 して 責任を十全に果たしてはいない ではないか、 いうことで る。
ただ、これは新古今時代の概念であり現在の状況とは違うことは言































































































































































方向を決めた後に震災が起こり、三人で生きるという方向性をより強めた。つまり、主人公の生きる方向性は震災が起きる前に決まっており、震災が起きたことでそ 認識が大きく変わることはな 。それに対し「震災後文学」群は震災によって主人公たちの世界 大 く変
、














































いて、これまでの自身が行ってきた仕事に誇りを持ち、その方法を洗練させることで新しい文学を創るという姿勢を語ってい 「震災後 。文学」の先行研究に語られてい が、多くの作家は大震災と放射能
、、
。
いう未曾有 災害の前で文学 無力さに直面し迷い苦悩していインタビュー集には震災によって生まれた書くこと 困難や今
「
」、 「












































































































































































































































一に必要な生活条件、原状の回復でしょう。と同時に、事態の深みに迫ろうとする得心のいく、胸 底にとどく、とどけようとす 言葉でもあるような気がします。それはいま語りうる言葉をなぞり くりかえし、みんなで唱和することではなく、いま語りえな 言葉を、混沌
、
、
と苦悶の中かから掬いそれらの言葉に息を吹きかけて命をあたえて他者の沈黙にむけて送りとどけることではないでしょうか（Ｐ）
」
21
早くに述べている。
（）大江健三郎『晩年様式集（講談社二〇一三）
』
25
（）注に同じ。
26
25
（）注に同じ。
27
11
テキストは『ダンス・ダンス・ダンス（講談社・一九八八『ねじま
付
記
』
） 、
き鳥クロニクル 第三部新潮社・一九九五『１Ｑ８４（新潮社・二〇
』
） 、』
） 、 『
』 （
） 、
〇九色彩を持たない多崎つくると彼の巡礼の年文藝春秋・二〇一三『女のいない男たち 文藝春秋・二〇 四騎士団長殺し
』
） 、
』
〇一七）を使用した。傍線は私に附した。
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